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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2007-66484(P2007-66484A)
【公開日】平成19年3月15日(2007.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-010
【出願番号】特願2005-254790(P2005-254790)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/004    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/135    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/09     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/125    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/004   　　　Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/135   　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/09    　　　Ｃ
   Ｇ１１Ｂ   7/125   　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１レーザ光を出射する第１光源と、
　第２レーザ光を出射する第２光源と、
　光ディスクに前記第１レーザ光を照射する第１対物レンズと、
　前記光ディスクに前記第２レーザ光を照射する第２対物レンズと、
　前記第２レーザ光の前記光ディスクからの反射光を受光する受光手段と、
　前記受光手段で受光した反射光からＲＦ信号を生成する信号生成手段と、
　前記反射光の光量または前記ＲＦ信号の振幅量を測定して前記光ディスク面上のディフ
ェクト有無の検知を行うディフェクト検出手段と、
　前記第１対物レンズのトラッキング制御を行い、前記第１レーザ光で前記光ディスクに
記録または再生する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記光ディスクの記録または再生する領域に、前記第１レーザ光に基づ
くスポットと前記第２レーザ光に基づくスポットを、前記第２レーザ光に基づくスポット
、前記第１レーザ光に基づくスポットの順に通過させ、
　前記第２レーザ光に基づくスポットにより前記ディフェクト有無の検知を行い、ディフ
ェクトがあると判断した場合には、前記第１レーザ光が前記ディフェクトを通過するまで
の間、前記第１対物レンズのトラッキング制御を中断することを特徴とする光ディスク装
置。
【請求項２】
　第１レーザ光を出射する第１光源と、
　第２レーザ光を出射する第２光源と、
　光ディスクに前記第１レーザ光を照射する第１対物レンズと、
　前記光ディスクに前記第２レーザ光を照射する第２対物レンズと、
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　前記第２レーザ光の前記光ディスクからの反射光を受光する受光手段と、
　前記受光手段で受光した反射光からＲＦ信号を生成する信号生成手段と、
　前記反射光の光量または前記ＲＦ信号の振幅量を測定して前記光ディスク面上のディフ
ェクト有無の検知を行うディフェクト検出手段と、
　前記第１対物レンズのトラッキング制御を行い、前記第１レーザ光で前記光ディスクに
記録または再生する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記光ディスクの記録または再生する領域に、前記第１レーザ光に基づ
くスポットと前記第２レーザ光に基づくスポットを、前記第２レーザ光に基づくスポット
、前記第１レーザ光に基づくスポットの順に通過させ、
　前記第２レーザ光に基づくスポットにより前記ディフェクト有無の検知を行い、ディフ
ェクトがあると判断した場合には、前記第１レーザ光が前記ディフェクトを通過するまで
の間、前記第１光源の出力を下げることを特徴とする光ディスク装置。
【請求項３】
　前記第２レーザ光は、前記第１レーザ光と異なる波長であることを特徴とする請求項１
、２のいずれか１項に記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１レーザ光が前記ディフェクトを通過する直前に、前記第１対物
レンズの制御を中断することを特徴とする請求項３記載の光ディスク装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１レーザ光が前記ディフェクトを通過する直前に、前記第１レー
ザの光量を下げることを特徴とする請求項３記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第２レーザ光の反射光に基づくＲＦ信号振幅または反射光レベルの
少なくとも一方が所定の閾値より下回った時に、ディフェクト有りと判断することを特徴
とする請求項３記載の光ディスク装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第１レーザ光と前記第２レーザ光を同時に発することを特徴とする
請求項３記載の光ディスク装置。
【請求項８】
　前記第１レーザ光の波長はブルーレイディスク用の波長であり、前記第２レーザ光の波
長はＤＶＤ用もしくはＣＤ用の波長であることを特徴とする請求項３記載の光ディスク装
置。
【請求項９】
　第１レーザ光と第２レーザ光とを発する光ディスク装置の制御方法であって、
　光ディスクの記録または再生する領域に、前記第１レーザ光に基づくスポットと前記第
２レーザ光に基づくスポットを、前記第２レーザ光に基づくスポット、前記第１レーザ光
に基づくスポットの順に通過させ、
　前記第２レーザ光に基づくスポットにより前記ディフェクト有無の検知を行い、ディフ
ェクトがあると判断した場合には、前記第１レーザ光が前記ディフェクトを通過するまで
の間、前記光ディスクに前記第１レーザ光を照射する第１対物レンズのトラッキング制御
を中断することを特徴とする光ディスク装置の制御方法。
【請求項１０】
　第１レーザ光と第２レーザ光とを発する光ディスク装置の制御方法であって、
　光ディスクの記録または再生する領域に、前記第１レーザ光に基づくスポットと前記第
２レーザ光に基づくスポットを、前記第２レーザ光に基づくスポット、前記第１レーザ光
に基づくスポットの順に通過させ、
　前記第２レーザ光に基づくスポットにより前記ディフェクト有無の検知を行い、前記第
１レーザ光が前記ディフェクトを通過するまでの間、前記第１レーザ光の出力を下げるこ
とを特徴とする光ディスク装置の制御方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　請求項１記載の発明は、第１レーザ光を出射する第１光源と、第２レーザ光を出射する
第２光源と、光ディスクに第１レーザ光を照射する第１対物レンズと、光ディスクに第２
レーザ光を照射する第２対物レンズと、第２レーザ光の光ディスクからの反射光を受光す
る受光手段と、受光手段で受光した反射光からＲＦ信号を生成する信号生成手段と、反射
光の光量またはＲＦ信号の振幅量を測定して光ディスク面上のディフェクト有無の検知を
行うディフェクト検出手段と、第１対物レンズのトラッキング制御を行い、第１レーザ光
で光ディスクに記録または再生する制御部と、を備え、制御部が、光ディスクの記録また
は再生する領域に、第１レーザ光に基づくスポットと第２レーザ光に基づくスポットを、
第２レーザ光に基づくスポット、第１レーザ光に基づくスポットの順に通過させ、第２レ
ーザ光に基づくスポットによりディフェクト有無の検知を行い、ディフェクトがあると判
断した場合には、第１レーザ光がディフェクトを通過するまでの間、第１対物レンズのト
ラッキング制御を中断することを特徴とするものである。これにより、第１のレーザ光で
情報の記録または再生を行う際に有害なディフェクトを事前に検知することが可能となる
。そして、ディフェクト有無の検知によりディフェクト有りと判断された場合には、第１
レーザ光がディフェクトを通過するまでの間、第１対物レンズのトラッキング制御を中断
するので、ディフェクトの影響で情報の信頼性が低下した反射光を利用して起こるトラッ
キング外れを回避することができ、光ディスク上のゴミや傷や汚れなどのディフェクトが
比較的大きい場合であっても、ディフェクトの影響を最小限に抑えることが可能となり、
ミストラッキングが起こる確率を低減することができる。そのため、トラッキング制御に
おけるディフェクトの影響を受けにくくすることが可能となり、ミストラッキングが起こ
る確率を低減することができる光ディスク装置を実現することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項２記載の発明は、第１レーザ光を出射する第１光源と、第２レーザ光を出射する
第２光源と、光ディスクに第１レーザ光を照射する第１対物レンズと、光ディスクに第２
レーザ光を照射する第２対物レンズと、第２レーザ光の光ディスクからの反射光を受光す
る受光手段と、受光手段で受光した反射光からＲＦ信号を生成する信号生成手段と、反射
光の光量またはＲＦ信号の振幅量を測定して光ディスク面上のディフェクト有無の検知を
行うディフェクト検出手段と、第１対物レンズのトラッキング制御を行い、第１レーザ光
で光ディスクに記録または再生する制御部と、を備え、制御部が、光ディスクの記録また
は再生する領域に、第１レーザ光に基づくスポットと第２レーザ光に基づくスポットを、
第２レーザ光に基づくスポット、第１レーザ光に基づくスポットの順に通過させ、第２レ
ーザ光に基づくスポットによりディフェクト有無の検知を行い、ディフェクトがあると判
断した場合には、第１レーザ光がディフェクトを通過するまでの間、第１光源の出力を下
げることを特徴とするものである。これにより、第１のレーザ光で情報の記録または再生
を行う際に有害なディフェクトを事前に検知することが可能となる。そして、ディフェク
ト有無の検知によりディフェクト有りと判断された場合には、第１レーザ光がディフェク
トを通過するまでの間、第１光源の出力を下げるので、ディフェクトの影響で情報の信頼
性が低下した反射光を利用して起こるトラッキング外れを回避することができ、光ディス
ク上のゴミや傷や汚れなどのディフェクトが比較的大きい場合であっても、ディフェクト
の影響を最小限に抑えることが可能となり、ミストラッキングが起こる確率を低減するこ
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とができる。そのため、トラッキング制御におけるディフェクトの影響を受けにくくする
ことが可能となり、ミストラッキングが起こる確率を低減することができる光ディスク装
置を実現することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　請求項３記載の発明は、第２レーザ光が、第１レーザ光と異なる波長であることを特徴
とするものである。これにより、ブルーレイディスク、ＤＶＤ、ＣＤなどの複数種類のデ
ィスクが使用可能である複数の異なる波長のレーザ光を発する光ディスク装置において、
新たにディフェクト検知専用のレーザ光を発する発光手段を設ける必要がない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　請求項４記載の発明は、第１レーザ光がディフェクトを通過する直前に、制御部が第１
対物レンズの制御を中断することを特徴とするものである。これにより、対物レンズの制
御が中断された後にミストラッキングが起こる確率を最大限に低減することが可能となる
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　請求項５記載の発明は、第１レーザ光がディフェクトを通過する直前に、制御部が第１
レーザの光量を下げることを特徴とするものである。これにより、第１のレーザ光の光量
が下げられた後にミストラッキングが起こる確率を最大限に低減することが可能となる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　請求項６記載の発明は、制御部が、第２レーザ光の反射光に基づくＲＦ信号振幅または
反射光レベルの少なくとも一方が所定の閾値より下回った時に、ディフェクト有りと判断
することを特徴とするものである。これにより、ディフェクト検知を精度良く行うことが
できる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　請求項７記載の発明は、制御部が、第１レーザ光と第２レーザ光を同時に発することを
特徴とするものである。これにより、ディフェクト検知の時間短縮を図ることができる。
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　請求項８記載の発明は、第１レーザ光の波長がブルーレイディスク用の波長であり、第
２レーザ光の波長がＤＶＤ用もしくはＣＤ用の波長であることを特徴とするものである。
これにより、ブルーレイディスク、ＤＶＤ、ＣＤなどの複数のディスクが使用可能な光デ
ィスク装置において、ブルーレイディスクに情報の記録または再生の少なくとも一方を行
う際に、ＤＶＤ用もしくはＣＤ用の記録再生に用いられるレーザ光を発する発光手段とデ
ィフェクト検知を行うレーザ光を発する発光手段を共用することができ、新たにディフェ
クト検知専用のレーザ光を発する発光手段を設ける必要がない。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　請求項９記載の発明は、第１レーザ光と第２レーザ光とを発する光ディスク装置の制御
方法であって、光ディスクの記録または再生する領域に、第１レーザ光に基づくスポット
と第２レーザ光に基づくスポットを、第２レーザ光に基づくスポット、第１レーザ光に基
づくスポットの順に通過させ、第２レーザ光に基づくスポットによりディフェクト有無の
検知を行い、ディフェクトがあると判断した場合には、第１レーザ光がディフェクトを通
過するまでの間、光ディスクに第１レーザ光を照射する第１対物レンズのトラッキング制
御を中断することを特徴とするものである。これにより、第１のレーザ光で情報の記録ま
たは再生を行う際に有害なディフェクトを事前に検知することが可能となる。そして、デ
ィフェクト有無の検知によりディフェクト有りと判断された場合には、第１レーザ光がデ
ィフェクトを通過するまでの間、第１対物レンズのトラッキング制御を中断するので、デ
ィフェクトの影響で情報の信頼性が低下した反射光を利用して起こるトラッキング外れを
回避することができ、光ディスク上のゴミや傷や汚れなどのディフェクトが比較的大きい
場合であっても、ディフェクトの影響を最小限に抑えることが可能となり、ミストラッキ
ングが起こる確率を低減することができる。そのため、トラッキング制御におけるディフ
ェクトの影響を受けにくくすることが可能となり、ミストラッキングが起こる確率を低減
することができる光ディスク装置の制御方法を実現することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　請求項１０記載の発明は、第１レーザ光と第２レーザ光とを発する光ディスク装置の制
御方法であって、光ディスクの記録または再生する領域に、第１レーザ光に基づくスポッ
トと第２レーザ光に基づくスポットを、第２レーザ光に基づくスポット、第１レーザ光に
基づくスポットの順に通過させ、第２レーザ光に基づくスポットによりディフェクト有無
の検知を行い、ディフェクトがあると判断した場合には、第１レーザ光がディフェクトを
通過するまでの間、第１レーザ光の出力を下げることを特徴とするものである。これによ
り、第１のレーザ光で情報の記録または再生を行う際に有害なディフェクトを事前に検知
することが可能となる。そして、ディフェクト有無の検知によりディフェクト有りと判断
された場合には、第１レーザ光がディフェクトを通過するまでの間、第１光源の出力を下



(6) JP 2007-66484 A5 2008.10.9

げるので、ディフェクトの影響で情報の信頼性が低下した反射光を利用して起こるトラッ
キング外れを回避することができ、光ディスク上のゴミや傷や汚れなどのディフェクトが
比較的大きい場合であっても、ディフェクトの影響を最小限に抑えることが可能となり、
ミストラッキングが起こる確率を低減することができる。そのため、トラッキング制御に
おけるディフェクトの影響を受けにくくすることが可能となり、ミストラッキングが起こ
る確率を低減することができる光ディスク装置の制御方法を実現することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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